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The vertical distributien of atmospheric temperature measured at the slope of Mt.
Inasa in Nagasaki City has been compared with the　relative measurements by the 
gondola of Nagasaki Ropeway. It can be said that the temperature profile at the
slope of Inasa obtained　at nighttime almost agrees with that of the gondola which
flys more than 20 m above the slope.
Then, the temperature measurements at　this slope in the early morning has been
utilized in order to study meteorological characteristcs of the ground inversion. Main
results obtained in this study are summarized as follows;
（1) The ground inversion at Nagasaki occures most frequently in November　and
December, when anticyclones are predominant.
（2) The inversion layer developes to an altitude of 200 m and the inversion　temper-
ature grows as great as 4℃.
（3) The inversion ordinarily occurs in a critical condition that the mean wind speed
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第10図　逆転高度と逆転温度の出現頻度分布
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　この図にはO．1℃以上の「逆転」はすべて示したから，統計処理上無視された1℃未満の弱
い逆転も含まれている。これに関連して，第2高度から逆転がある場合には圧倒的に1℃未満
の逆転温度をもっており，上に述べた地形性逆転の影響として考察することができる。本報で
1℃未満の逆転を統計上除去したことはこのような観点からも妥当性が裏付けられる。第10図
により，長崎で発生している逆転層の大部分は第4高度（171解）に気温の極大をもつことが
わかる。第4高度に比べて，第3または第5高度からの逆転が非常に少ないことも目につく。
しかし，気温の極大が第4高度にあっても逆転温度の分布はかなり分散している。そして，図
から1．5℃周辺，2．5℃周辺および4．O℃周辺の3つの逆転温度の集団に大別される。逆転温度
がいくつかのグループに分かれる原因は明確には解析できていないが，風速が大きな要因にな
っていることは確かなようである。また，筆者らは1978年12月から1979年1月にかけて稲佐山
にかかるスモッグ層のスケッチ観察と写真撮影を行なった。それによると，スモッグ層は地表
から約120溺までの濃密で厚い層と，高さ200郷前後の淡くうすい層の2つに分けられることが
多かった。地表面に接している層は白色状でかなり不透明なのに対して，2層目は非常に薄く
やや青味を帯びてみえる。太陽高度が高くなるにつれて，下層のスモッグ層が徐々に上昇し，
第2層と合流し，さらに空全体を白濁させたのち，スモッグが消滅する。これらの観察結果と
気温分布とを対応させると，逆転層の上限は第4高度よりはやや高く，180郷～200溺程度で
ある，と推定できる。この逆転高度は山口盆地での観測結果（田辺，1974）と一致するばかり
でなく，千秋・西宮・赤井（1975）の報告で述べられている放射性逆転の標準的な高度であ
る。スモッグ層の第2層目がこの上限に対応し，地面に接する第1層は地表面で放出されたエ
ーロゾルが乾燥断熱的に上昇できる領域と考えることができる。
5－3．逆転層と気象要素
　接地型逆転が夜間に発達するのは地面の放射冷却が進行するためであるから，一般に高気圧
に覆われ，晴天で風が弱い場合に多く発生する。このほかに，夜間の時間的な長さや大気放射
に影響を及ぼす水蒸気量なども逆転層の形成に関与している。しかし，夜の長さや水蒸気量は
季節的にみればそれほど目変化が大きくないから，夏の逆転が少ない要因としては指摘できる
が，ほかの季節ではむしろ2次的な要因と言える。そこで，第ll図に逆転温度階級の夜間の平
均風速および気温の冷え込みに対する関係を示す。縦軸の風速は長崎海洋気象台における○
時，3時および6時の3回平均風速であり，横軸の冷え込み温度（jTs）は前日18時の気温と
当日早朝の最低気温との差で定義する。冷え込み温度も海洋気象台の観測を用いた。なお，横
軸はパスキル安定度にならって放射収支量の平均値をとることも考えられるが，ここではより
実感的な気温の冷え込みを採用した。試みに放射収支量を横軸にとった図も作成したが，結果
はほとんど変らなかった。第11図より，夜間の平均風速が2m／sゑ上の場合には，季節に関
係なく逆転はほとんど起らないことがわかる。さらに，逆転の規模の大きいものはほぼl　m／S
ゑ下の微風時に限られている。しかし，平均風速だけでみると二重丸と黒丸との間にははっき
りした差はない。冷え込み温度では黒丸がやや二重丸よりも右に寄る傾向がみられる。もう一
つの観点は冷え込み温度が小さい場合である。このような条件は曇天や温暖前線の通過などが
考えられるが，風速が小さくても逆転はほとんど発達していない。第工1図のなかでも季節によ
って冷え込み温度の境界に差があるが，夏を除くと，夕方から翌朝までに5。C程度の気温低下
があり，夜間の平均風速が1m／s未満の場合にはかなりの規模の逆転層が形成される，と言
える。
46 荒生公雄・西永　優・横山秀敏
（5
ぎ、
自
u0一
の
o
召
タ
WINTER
3
2
1
X
△
x
X
X
’　x
Xめ
△
x
　　X　ム水
　　XXX　X◎
x
×
△
×
x　　　×
　　××
×
O　　　ム
x♂oム
　X
o●
嘆増緯鮎
　　O　　　●　　　　　　●
x
0
0 5
“（Oc）
10
（5
ぎ
益4
臣
の3
0Z一・
タ
1
0
SPRING
猷X　×
x
x
Xム
X
X
x
炎　x
x
　　民x
△　　　　X
　X　xX　　　　　　　x
　醗xムxムム
　　　　　迷●△　●
詮x　O　◎　％◎
髄△．◎．。◎謬
5
鳩（。c）
10
（5
ざ
吝4
出
島3
呈2
タ
1
SUMMER
X
　　　X　　XX　　　X
　　　X　　X
　X
　　　X
　x
　　X　X
x
　x
　X
　　　X
　　　　X　　　　　x　　X　X　　　　　X
X　　　　ム　　ム
X　　ムX　　　X
x藷掴ムム
xム　ム％
X偽ムOX4
　O溢o
ム　　ム
●
0 5 10
（5
64
日
田
島3
9…2
1
第11図
AUTUMN
×
1
　　　　　　X　X萎 　Q
　　　　　　　ム
　　誉△義・．
昨，で蝿濁
出（Oc）
0 5
鵡（。c）
夜間の平均風速および冷え込み温度と逆転温度の関係。逆転温度の区分は次の通りである。
×：逓減，△：0．1～0．9℃，○：1．0～1．9℃，◎：2．0～2．9℃，●：3．0。C以上
10
　天気図型で分類すると上のような気象条件は高気圧の前面から中心付近の位置にあたる場合
が圧倒的に多い。そのため，微風ではあるが，逆転層が発達した目の早朝の風向にはかなりは
っきりした規則性がある。長崎海洋気象台の6時の風向でみると，逆転時にはNNEとNEに
集中性が非常に強く，ほとんどはNからEまでの90。の範囲内の風向をもつ。風向を決められ
ないような無風状態でも逆転が起ることは勿論であるが，この：NE方向の風は気圧傾度がゆる
い時の夜間の陸風とよく対応している。
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6．総括と課題
　稲佐山逆転層観測装置は気温測定点の地上高が低いために，晴天日の朝にはかなり日射の影
響を受けている。このため，日中の観測記録は自由大気の気温鉛直分布とみなし得ず，逆転層
の解消過程を究明する目的のためには使用できない。しかし，ロープウェイの比較観測により
夜間の逆転形成時の記録は自由大気の分布とかなり近いものと判断できる。従って，本報告の
データ解析は早朝6時の記録のみを用いたが，上にみたように，逆転高度および逆転温度の年
間の出現状況や逆転を支配している気象要素などについて成果が得られた。
　ところで，逆転層を把えるという観点に立てば，やはり発達・消滅過程を明らかにすること
が重要である。夕方からの逆転層の生成時には，稲佐山基準点が谷沿いに位置するために自由
大気の場合より相当早めに逆転が形成される。また，解消時にもこれまでに述べて来たような
難点がある。稲佐山にたなびくスモッグ層の観察から，筆者らは逆転の解消時刻をおよそ10時
頃と推定している。しかし，逆転層の正体を明らかにするということは平均値を示せばよいと
いうものではなく，むしろ，r最悪の場合にどのような逆転が起るか」を到達目標としなけれ
ばならない側面がある。従って，稲佐山観測装置の弱点を補う対策を確立することも重要な課
題として残されている。その方法としては，現有装置の地上高を20解以上にかさ上げすること
が考えられる。しかし，むしろ，ロープウェイのゴンドラにもっと時定数の短いセンサーを搭
載させる方が利点が多いようにみえる。なぜなら，逆転温度や逆転高度はほぼ把握されてお
り，発達・解消過程の究明には，6点よりも連続観測がより望まれるし，もう1つは稲佐山観
測装置と相補的に体系化できる強みがある。勿論，係留気球観測が可能であれば最もよい方法
である。
　さらに，逆転層の発達と気象との関係にも多くの課題が残っている。筆者らは逆転温度が
4℃以上の逆転についての事例研究も行なった。これによると，大規模な逆転は移動性高気圧
にすっぽり覆われた風の極端に弱い目に起っている。このような意味では，第11図に示したよ
うな資料は逆転層形成を予測する手段として有用だと考えられる。しかし，逆転層をたゾ単に
逆転温度の大小だけから分類するのは必ずしも適切ではない。大気環境へ与える逆転層の影響
は大気を安定にし，大気汚染物質を地面近くのうすい気層に停滞させることにあるから，むし
ろ大気が長時間にわたって安定を維持する場合の方が深刻である。従って，逆転の規模は況を
それほど大きくないが，朝のうちから曇りはじめ，しかも風が弱く，解消が遅くなるような状
も十分警戒する必要がある。このような観点からも発達・消滅過程に関する良質の観測記録が
望まれるところである。
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